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木野山孝志 後援会 
平成２０年 １月１日 ＮＯ．１３ 

１２
月
定
例
会
は
、

１２
月

１７
日
に
招
集
さ
れ
、

２５
日

ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

。 １２
月
定
例
会
は
、

１２
月

１７
日
に
招
集
さ
れ
、

２５
日

ま
で
の
会
期
で
開
か
れ
ま
し

。 

た

 

今
回
の
定
例
会
（
第
６
回
）

で
は
、
神
石
高
原
町
農
業
委

員
会
委
員
の
推
薦
を
は
じ
め
、

神
石
高
原
町
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
の
同
意
、
平
成

１９

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計

補
正
予
算
（

１２
月
補
正
）
な

ど
提
案
さ
れ
た

２７
議
案
を

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。 

た

 

今
回
の
定
例
会
（
第
６
回
）

で
は
、
神
石
高
原
町
農
業
委

員
会
委
員
の
推
薦
を
は
じ
め
、

神
石
高
原
町
教
育
委
員
会
委

員
の
任
命
の
同
意
、
平
成

１９

年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計

補
正
予
算
（

１２
月
補
正
）
な

ど
提
案
さ
れ
た

２７
議
案
を

原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。 

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す 

昨
年
は
大
変
お
世
話
に
な
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

早
い
も
の
で
、
新
町
発
足
か
ら
４
年
目
の
新
春
を
迎
え
、
任
期
も
あ
と 

一
年
と
な
り
ま
し
た
。 

初
心
を
忘
れ
ず
、
本
年
も
一
生
懸
命
頑
張
り
ま
す
の
で
、
倍
旧
の
ご
指
導

ご
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。 

 
ま
た
神
石
高
原
町
議
会
の

議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
の
発
議
が

あ
り
ま
し
た
。 

 
ま
た
神
石
高
原
町
議
会
の

議
員
の
定
数
を
定
め
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て
の
発
議
が

あ
り
ま
し
た
。 

内
容
は
「
現
在
の
議
会
の

議
員
定
数
は
、
合
併
前
の
在

任
特
例
も
定
数
特
例
も
採
用

せ
ず
、

４４
名
か
ら

１８
名
の

設
置
選
挙
を
実
施
し
た
も
の

で
、
１８
名
は
決
し
て
多
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
公
債
費
負

担
適
正
化
計
画
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
、
右

肩
下
が
り
の
経
済
状
況
に
鑑

み
、
議
員
自
ら
が
身
を
削
り
、

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
が

な
さ
れ
、
定
員
適
正
化
計
画

の
ス
ム
ー
ズ
な
進
捗
を
願
い
、

議
員
定
数

１４
名
を
提
案
す

る
」
と
い
う
発
議
で
、
賛
成

１６
反
対
１
の
賛
成
多
数
で

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。 

内
容
は
「
現
在
の
議
会
の

議
員
定
数
は
、
合
併
前
の
在

任
特
例
も
定
数
特
例
も
採
用

せ
ず
、

４４
名
か
ら

１８
名
の

設
置
選
挙
を
実
施
し
た
も
の

で
、
１８
名
は
決
し
て
多
く
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
公
債
費
負

担
適
正
化
計
画
を
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
状
況
、
右

肩
下
が
り
の
経
済
状
況
に
鑑

み
、
議
員
自
ら
が
身
を
削
り
、

持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
が

な
さ
れ
、
定
員
適
正
化
計
画

の
ス
ム
ー
ズ
な
進
捗
を
願
い
、

議
員
定
数

１４
名
を
提
案
す

る
」
と
い
う
発
議
で
、
賛
成

１６
反
対
１
の
賛
成
多
数
で

原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。 

議
員
定
数
１
４
名
に
決
定 

12
月
定
例
会

平
成

１９
年
度

１２
月
補
正

予
算
は
別
表
の
と
お
り
で
す

が
、
一
般
会
計
で
１
億
２
，

６
３
４
万
円
、
特
別
会
計
で

１
億
４
，
８
４
７
万
円
増
額

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
１
０
２
億

５
１
２
万
円
、
６
６
億
９
，

４
４
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

平
成

１９
年
度

１２
月
補
正

予
算
は
別
表
の
と
お
り
で
す

が
、
一
般
会
計
で
１
億
２
，

６
３
４
万
円
、
特
別
会
計
で

１
億
４
，
８
４
７
万
円
増
額

さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
１
０
２
億

５
１
２
万
円
、
６
６
億
９
，

４
４
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。 

    

主
な
も
の
は
、
一
般
会
計

で
障
害
者
介
護
給
付
・
訓
練

給
付
事
業
に
利
用
者
の
増
加

に
よ
り
１
，
４
２
０
万
円
、

新
た
に
ハ
ー
ド
事
業
に
限
り

事
業
実
施
で
き
る
ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い
事
業
が
創
設
さ
れ

そ
の
基
金
積
立
に
５
，
１
８

４
万
円
、
特
別
会
計
で
は
退

職
被
保
険
者
高
額
医
療
費
１
，

７
６
２
万
円
、
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
上
下
水
道
各
特
別
会

計
に
、
消
費
税
の
還
付

が

あ
り
合
わ
せ
て
９
１
４

円

が
一
般
会
計
に
繰
り
入

ら

れ
ま
し
た
。 

主
な
も
の
は
、
一
般
会
計

で
障
害
者
介
護
給
付
・
訓
練

給
付
事
業
に
利
用
者
の
増
加

に
よ
り
１
，
４
２
０
万
円
、

新
た
に
ハ
ー
ド
事
業
に
限
り

事
業
実
施
で
き
る
ふ
る
さ
と

ふ
れ
あ
い
事
業
が
創
設
さ
れ

そ
の
基
金
積
立
に
５
，
１
８

４
万
円
、
特
別
会
計
で
は
退

職
被
保
険
者
高
額
医
療
費
１
，

７
６
２
万
円
、
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
追
加
補
正
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
上
下
水
道
各
特
別
会

計
に
、
消
費
税
の
還
付
金
が

あ
り
合
わ
せ
て
９
１
４
万
円

が
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
ら

れ
ま
し
た
。 たかふた夢吊橋 

 「明日に架ける橋」 

高蓋地域 イルミネーション 

金万れ業がの７る

  

ま
た
、
簡
易
水
道
事

債

１
億
３
，
６
２
０
万
円

借

り
換
さ
れ
ま
し
た
。
こ

借

り
換
に
よ
り
２
，
３
８

万

円
の
利
息
が
節
減
さ
れ

予

定
で
す
。 

ま
た
、
簡
易
水
道
事
業
債

１
億
３
，
６
２
０
万
円
が
借

り
換
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
借

り
換
に
よ
り
２
，
３
８
７
万

円
の
利
息
が
節
減
さ
れ
る
予

定
で
す
。 

    

 1



１２
月
臨
時
会 

 
１２
月
臨
時
会
（
第
５
回
）

は

１２
月
７
日
に
開
か
れ
、
人

事
院
勧
告
（
民
間
給
与
と
の

差
を
埋
め
る
た
め
主
任
級
ま

で
１
，
１
％
～
０
，
６
％
引

き
上
げ
る
な
ど
）
に
基
づ
く

職
員
給
与
の
改
正
、
介
護
保

険
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど

審
議
し
原
案
通
り
可
決
し
ま

し
た
。 

1億2,634 102億0,512

1,712 14億7,464

25億7,448

▲1,295 16億6,475

1億3,679 6億8,560

15 3,559

736 2億5,928

0

2億7,480 168億9,957合　　　計

（単位：万円）

  １２月補正予算

一　　般　　会　　計

特
 
別
 
会
 
計

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計

老 人 保 健 特 別 会 計

介 護 保 険 特 別 会 計

簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

飲料水供給施設事業特別会計

農業集落排水事業特別会計

分 収 育 林 事 業 特 別 会 計

会　計　名 補正額 補正後の額

人
事
院
勧
告
に
よ
る
と
、

約
１
０
，
２
０
０
民
間
事
業

所
の
約

４３
万
人
の
個
人
給

与
を
実
施
調
査
し
た
と
こ
ろ

４
月
分
で
１
，
３
５
２
円
（
０
，

３
５
％
）
公
務
員
給
与
の
ほ

う
が
低
い
と
い
う
結
果
が
出

た
そ
う
で
す
。 

１２月補正予算の主なもの（単位：万円） 
 
○職員人件費 一般会計・特別会計合計で 536,8（内人事院勧告分 483） 
一般会計 
○総務費   967 （油木ｼﾙﾄﾋﾟｱｸﾞﾗﾝﾄﾞｺﾞﾙﾌ場 137 神石生活道 133 耐震計画書 200 庁舎管理費

264） 
○民生費   4,768 （障害者介護給付・訓練給付事業 1,420 障害者自立支援 200 生活保護費国庫

返納 2,451） 
○衛生費    72 （飲料水確保ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ 700 上下水道繰出▲667） 
○農林水産業費 ▲2 （農業法人立上げ清算▲443 中山間直接 167 有害鳥獣 151） 
○商工費    256 （ｽｺﾗ高原管理 250）  
○土木費    116 （神石住宅ﾎﾟﾝﾌﾟ修理 116） 
○教育費    240 （神石・油木中排水ﾎﾟﾝﾌﾟ 450 神石小ﾌﾟｰﾙ▲177 油木公民館報酬▲65） 
○諸支出金   5,184 （ふるさとふれあい基金積立 5,184） 
特別会計 
○国民健康保険会計 1,684（退職被保険者等高額医療費 1,762） 
○簡易水道事業 13,675（長期債元金償還 13,626 一般会計繰出 182） 
○飲料水供給事業  14（一般会計繰出 25） 
○集落排水事業    732（一般会計繰出 707） 
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石

員

薦
農

委
員 

高
原
町
農
業
委
員
会
委

の
推
薦

議
会
推

業

 
 
 
 

大
輔 

小
坂

 
 
 
 
 

（
議
会
議
員
） 

育
委

 

高
崎
み
ど
り
（
豊
松
） 

員
会
委
員 

定
資
産

 
 

宇
賀

郎
（
油
木
）

評
価
審
査
委
員 

拓

 
 
 

黒
川 

勝
（
神
石
） 

 
 

江
草
忠
行
（
豊
松
） 

 
 

川
上
忠
義
（
三
和
） 

権
擁
護

 
 

赤
木
千
恵
子
（
豊
松
） 

委
員
候
補
者
の
推
薦 

推
薦
・
同
意
し
ま
し
た
。 

ご
活
躍
を
お
祈
り
し
ま
す
。 



情報の格差のない町 

 木
野
山 

平
成
１
８
年
度
決

算
分
に
よ
る
平
成
１
９
年
度

実
質
公
債
費
比
率
が
２
１
．

０
％
と
な
り
本
町
の
公
債
費

負
担
適
正
化
計
画
が
１
９
年

度
改
定
さ
れ
ま
し
た
。
計
画

に
よ
り
ま
す
と
、
新
規
地
方

債
の
発
行
限
度
額
を
公
債
費

元
金
償
還
額
の
半
分
を
超
え

な
い
範
囲
と
す
る
こ
と
を
規

定
さ
れ
て
お
り
、
予
定
事
業

も
「
神
石
高
原
町
長
期
総
合

計
画
」
を
基
本
に
し
、
継
続

事
業
、
優
先
度
の
高
い
事
業
、

事
業
効
果
の
高
い
事
業
を
抽

出
し
、
単
独
の
新
規
の
事
業

に
つ
い
て
は
当
分
の
間
実
施

し
な
い
。
新
規
事
業
の
採
択

は
、
必
要
性
・
事
業
効
果
・

地
域
住
民
へ
の
影
響
等
を
慎

重
・
総
合
的
に
判
断
し
て
行

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。 

う

 

基
本
と
な
る
財
政
推
計
は
、

平
成
１
９
年
度
を
１
０
０
と

す
る
と
平
成
２
８
年
度
歳
入

で
７
９
と
平
均
で
マ
イ
ナ
ス

２
％
強
と
な
っ
て
お
り
財
政

規
模
の
縮
小
、
右
肩
下
が
り

の
経
済
予
測
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
神

石
高
原
町
の
住
民
に
と
っ
て

将
来
に
夢
の
あ
る
「
物
語
」

は
言
え
ま
せ
ん
。 

と

 

町
が
活
性
化
し
豊
か
に
な

る
の
か
。
明
る
い
希
望
の
持

て
る
政
策
は
無
い
か
。 

限
り
あ
る
財
源
を
有
効
に

活
用
し
、
今
出
来
る
こ
と
は

何
か
。 

「
住
民
が
満
足
す
る
環
境

の
整
備
」
と
「
特
色
あ
る
町

づ
く
り
」
だ
と
思
い
ま
す
が
、

具
体
的
に
町
長
は
ど
う
思
わ

れ
て
い
る
の
か
。 

方
向
性
を
お
示
し
い
た
だ

き
た
い
。 

   町
長 

行
政
は
夢
を
全
部
反

映
で
き
な
い
。
現
実
は
厳
し

い
。
住
民
の
夢
を
行
政
が
取

捨
選
択
す
る
。
こ
れ
が
集
中

と
選
択
で
あ
る
。
夢
の
な
い

行
政
も
必
要
だ
が
、
夢
も
行

政
が
実
現
す
る
。 

 
住
民
に
夢
の
あ
る「
物
語
」を 

一
世
帯
あ
た
り
の
収
入
は
、

２
０
７
万
２
，
５
０
０
円
と

な
り

１２
ヶ
月
で
割
る
と
、
１

７
万
２
，
７
０
８
円
と
な
る
。

こ
れ
で
夢
が
見
ら
れ
る
か
は

各
自
の
判
断
だ
が
、
こ
れ
を

い
か
に
増
や
す
か
、
辛
抱
し

将
来
に
向
か
っ
て
基
盤
の
整

備
を
し
、
明
る
い
展
望
が
見

こ
め
る
夢
が
持
て
る
よ
う
に

変
え
て
い
き
た
い
。 

作
り

 

現
在
の
歳
入
は 

１
０
０

億
と
少
し
、
平
成

２０
年
度
は

１
０
０
億
を
少
し
下
回
る
。

神
石
高
原
町
の
人
口
は
、
約

１
２
，
０
０
０
人
と
し
て
一

人
９
０
万
９
，
０
０
０
円
、

平
均
３
人
の
世
帯
と
し
て
一

世
帯
２
７
２
万
７
，
０
０
０

円
、 歳
出
に
つ
い
て
は
、
借
金

は

２４
億
で
あ
る
。
一
人

２１

万
８
，
０
０
０
円
、
一
世
帯

６
５
万
４
，
０
０
０
円
、 

木
野
山 

住
民
が
満
足
す
る

環
境
の
整
備
」
と
「
特
色
あ

る
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
に

は
、
以
下
の
こ
と
も
必
要
と

思
い
提
案
い
た
し
ま
す
が
、

町
長
の
お
考
え
を
お
伺
し
ま

す
。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

対
策
は
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
シ
ス
テ
ム
（
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
）

の
導
入
を
も
う
一
度
最
初
か

ら
検
討
し
て
み
た
ら
ど
う
か
。 

②
高
速
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
整
備
↓

全
町
を
高
速

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
カ
バ
ー
で
き
る
か
。 

   

木

 

①
ど
こ
で

も
テ
レ
ビ
が

見
ら
れ
る
町

↓
地
デ
ジ
対

策
は
ど
う
す

る
か
。 

三
次
市
で
は
、
総
延
長
２
，

４
３
０
㌔
の
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
網
が

来
年
３
月
に
完
成
。
地
デ
ジ

に
も
１
０
０
％
対
応
、
Ｕ
・

Ｉ
タ
ー
ン
の
説
明
会
で
も
有

力
な
武
器
と
な
っ
て
い
る
。

世
羅
町
（
世
帯
数
６
，
８
１

２
）
も
地
域
情
報
化
計
画
で

一
番
有
効
な
整
備
計
画
は
Ｃ

Ａ
Ｔ
Ｖ
で
あ
る
と
、
こ
の
度

情
報
通
信
放
送
施
設
整
備
の

た
め
に
１
２
億
１
，
８
０
０

万
円
の
工
事
請
負
契
約
を
締

結
し
た
。
本
郷
町
で
も
、
光

フ
ァ
イ
バ
ー
に
よ
る
Ｉ
Ｔ
整

備
が
９
億
円
の
事
業
予
算
だ

っ
た
と
聞
い
て
い
る
。 

野
山 

早
め
の
対
応
が
必
要
だ
。 

 町
長 

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
に
つ
い
て

は
、
情
報
の
格
差
は
あ
っ
て

は
な
ら
な
い
の
で
解
消
し
た

い
。
し
か
し
担
当
課
の

試
算
に
よ
る
と
、
事
業

費
が

４５
億
か
ら

５０
億
円
必

要
で
、
今
の
財
政
状
況
で
は

不
可
能
に
近
く
し
ば
ら
く
状

況
を
見
る
こ
と
に
な
っ
て
い

。 

総務企画常任委員会 
11月 13日 
大分県豊後高田市視察 

 3

る

 

情
報
格
差
の
是
正
に
つ
い

て
は
夢
は
捨
て
な
い
が
今
の

段
階
で
は
難
し
い
と
思
っ
て

る
。 

い

 

事
業
の
優
先
順
位
が
あ
り
、

高
齢
化
社
会
に
対
応
す
る
社

会
保
障
な
ど
重
要
だ
が
、
言

わ
れ
る
こ
と
は
前
向
き
に
検

討
す
る
。 



 4

教育の町としての特徴をうちだせ 
①
学
力
の
確
保

の
た
め
↓
現
在

の
状
況
把
握
か

ら
↓
改
善
・
研

究
・
指
導
が
必

要
↓
教
育
委
員

会
だ
け
の
課
題

で
は
な
く
地
域

全
体
の
課
題
と

し
て
考
え
よ
う
↓
全
国
学
力

テ
ス
ト
の
結
果
を
公
表
す
る

勇
気
が
あ
る
か
。 

②
教
育
環
境
の
整
備
↓
小
学

校
の
統
合
は
本
当
に
必
要
か
。

児
童
の
立
場
に
立
っ
て
い
る

か
。
教
育
予
算
を
い
た
ず
ら

に
減
額
し
て
い
な
い
か
。 

③
先
進
地
に
学
べ
↓
大
分
県

豊
後
高
田
市
の
対
策
（
定
住

対
策
と
し
て
教
育
対
策
が
重

要
↓

２１
世
紀
塾
の
開
設
） 

   

風に乗って 

 

木
野
山 

（
２
）
教
育
の

町
と
し
て
の
特

徴
を
う
ち
だ
せ
。 

 

つ
ぎ
に
、 

教
育
長 

学
力
テ
ス
ト
公
表

は
、
文
科
省
の
実
施
要
綱
・

取
扱
い
に
つ
い
て
の
通
知
に

し
た
が
っ
て
本
町
で
は
、
学

校
別
の
数
値
に
よ
る
公
表
は

行
わ
な
い
事
に
し
た
。
各
学

校
の
結
果
分
析
と
改
善
策
を

作
成
さ
せ
指
導
を
し
て
い
る
。

結
果
の
分
析
に
よ
り
ま
す
と

「
本
町
の
小
学
校
は
、
国

語
・
算
数
と
も
に
大
き
く
全

国
平
均
・
広
島
県
平
均
を
上

回
っ
て
お
り
、
中
学
校
は
国

語
・
算
数
を
平
均
す
る
と
全

国
平
均
・
県
平
均
を
上
回
っ

て
い
る
。
課
題
は
全
国
と
同

じ
よ
う
に
基
礎
・
基
本
の
学

力
は
概
ね
つ
い
て
い
る
が
思

考
力
・
周
知
事
項
を
活
用
す

る
能
力
に
課
題
が
あ
る
。
教

育
委
員
会
と
し
て
は
、
学
校

と
一
体
と
な
り
児
童
生
徒
の

力
向
上
に
努
め
ま
す
。 

学

 

教
育
環
境
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
学
級
に
お
け
る
児
童

数
の
確
保
や
施
設
の
安
全
策

な
ど
は
児
童
の
立
場
に
立
っ

の
こ
と
で
あ
る
。 

て

 

教
育
予
算
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
財
政
を
考
え
、
経
費

の
節
減
や
費
用
対
効
果
の
検

証
に
よ
る
事
業
の
見
直
し
な

ど
効
率
的
な
学
校
運
営
に
努

め
る
必
要
が
あ
る
と
思
っ
て

る
。 

い

 

豊
後
高
田
市
の
「
学
び
の

２１
世
紀
塾
」
に
つ
き
ま
し
て

は
、
本
町
に
お
い
て
も
ほ
ぼ

同
様
の
事
業
を
実
施
し
て
い

る
。
授
業
内
容
の
充
実
、
組

織
体
制
、
指
導
体
制
の
確
立

な
ど
調
査
研
究
を
行
っ
て
い

。 

く

 
 町
長 

合
併
前
か
ら
人
づ
く

り
を
考
え
て
き
た
。
教
育
の

町
と
い
え
ば
「
教
養
立
町
神

石
高
原
」
と
い
う
の
立
ち
上

げ
れ
ば
ど
う
か
。
教
養
の
根

幹
は
読
書
な
の
で
年
４
回
く

ら
い
の
読
書
週
間
を
つ
く
り

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で

其
々
に
似
合
っ
た
読
書
を
行

う
。
Ｉ
Ｔ
だ
け
で
な
く
経
費

の
余
り
か
か
ら
な
い
読
書
か

ら
情
報
を
得
る
こ
と
も
大
事

と
思
う
。
こ
れ
か
ら
は
「
教

養
立
町
神
石
高
原
」
を
提
唱

し
た
い
。 

木
野
山 
 

（
３
）
健
康
な
生
活
環
境

の
整
備
を
目
的
と
し
て
、
芝

生
の
効
用
を
考
え
、「
芝
生
の

町
」
を
目
指
し
た
ら
ど
う
か
。

①
ス
ポ
ー
ツ
が
も
っ
と
楽
し

く
な
る
。
②
憩
い
の
緑
の
空

間
を
。
③
地
域
を
繋
ぎ
連
携

を
強
め
る
た
め
に
芝
生
を
植

え
た
ら
ど
う
か
。 

 

教
育
長 

全
国
で
は
環
境
美
化
の
一

環
と
し
て
花
と
芝
生
の
町
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
自
治
体

も
あ
る
。
芝
生
は
、
花
や
樹

木
を
惹
き
た
て
土
壌
の
侵
食

を
抑
え
防
塵
効
果
な
ど
環
境

整
備
に
お
い
て
は
色
々
な
効

が
あ
る
。 

果

 

ス
ポ
ー
ツ
の
場
で
は
ク
ッ

シ
ョ
ン
効
果
な
ど
衝
撃
の
軽

効
果
も
あ
る
。 

減

 

管
理
面
で
、
散
水
、
肥
料
、

芝
刈
り
、
雑
草
の
整
理
な
ど

維
持
管
理
に
は
時
間
と
経
費

か
か
る
。 

が

 

学
校
で
の
屋
外
環
境
整
備

と
し
て
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
芝
生
化

に
取
組
ん
で
い

る
学
校
も
あ
り
、

今
後
検
討
し
て

く
。 

い

 

芝
生
の
維
持

管
理
に
住
民
の

協
力
が
出
来
る

か
を
含
め
て
協

議
し
な
が
ら
進

め
て
い
く
。 

こ
れ
は
毎
年
収
入
が
少
な
く

な
る
と
い
う
見
込
み
の
財

政
運
営
で
、「
夢
」
が
な
い

と
言
っ
た
ら
広
辞
苑
で
は
「
夢
」

と
は
目
覚
め
て
語
る
物
語
と
か
。 

今
年
が
、
お
互
い
に
、
良
い

年
で
あ
り
ま
す
よ
う
に
。 

議
会
も
つ
い
に
、
定
数
の
減

を
提
案
し
ま
し
た
。
そ
れ
も
４

名
の
減
で
す
。
定
数
の
減
が
本

町
に
な
に
を
も
た
ら
す
か
。 

同
じ
く
「
夢
を
描
く
」
と
は

「
将
来
実
現
し
た
い
願
い
」
と

も
あ
る
。 

合
併
後
も
、
財
政
状
況
は
厳

し
く
財
政
推
計
は
右
肩
下
が
り
。 

キ
ー
ポ
イ
ン
ト
は
、 

ふ
れ
あ
い
予
算

に
つ
い
て
も
質

問
し
ま
し
た
が
、

「
継
続
は
す
る

が
減
額
」
の
考
え
は

変
わ
り
な
く
、
益
々

事
業
の
実
施
が
難
し
く
成
り
そ

う
で
。「
金
が
無
け
れ
ば
知
恵
を

出
せ
」。
知
恵
も
要
る
け
ど
、
今

の
「
や
る
気
」
が
続
く
よ
う
祈

り
ま
す
。 

「
夢
」
と
「
や
る
気
」。 

 

三和ふるさとﾌｪｱｰ 
小学校 一輪車 

芝
生
の
町
を
目
指
し
た
ら
ど
う
か 


